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埼玉県指定・認定特定非営利活動法人ふじみの国際交流センター　理事長　石井　ナナヱ

FICEC は外国人の駆け込み寺

ふじみの国際交流センター（FICEC）
の概要
1985 年から 10年間、公民館を借りて日本語教室を
行った経験から、24 時間 365 日、外国人と日本人が
交流し学習する拠点が必要と気付き、1997年に発起人
２人の資金を元に東武東上線上福岡駅近くに１軒家を借
りて活動を始めました。

オウム真理教が世間を騒がせていた頃で、活動開始時
は「変な団体が家を借りた」と、近隣住民がのぞきに来
たものです。話をするうちに「良い団体じゃないか」と
納得し、庭に花を植え
てくれたり日本の料理
を運んでくれたり、ス
タッフとして活動に参
加してくれる人もいて
24 年経った今でも懐
かしい思い出です。

FICECの活動
「多文化が未来を拓く」を合い言葉に、外国人の自立
支援として生活相談・パソコン教室・日本語教室・子供
の学習支援・７か国語の情報誌の発行・国際交流事業・
翻訳・通訳・インターンシップ等を行っています。

自慢は外国人と
日本人の両スタッ
フが互いを補い合
いながら、年間
2,500人以上訪れ
る外国人に、家族
ではないけれど信
頼できる他人とし
て寄り添い型の支援をしていることです。
翻訳通訳や生活相談に外国人スタッフの力は欠かせ
ません。来所した人も母語で
じっくりと話ができるので、
帰りは晴れ晴れとした顔に
なっているのがわかります。
これから在留外国人はます
ます増えると思うと、日本人
だけではもはや対応できませ
ん。先に来た外国人が後から
来た同国人のために、積極的
にボランティア活動に関わっ
て欲しいと願っています。

自治体との連携
埼玉県の在留外国人が人口の 2.6％を占めるようにな
り、共生社会実現に向けてさまざまな施策が推進される
ようになりました。政府の動きの遅さに辟易していた
者にとって、やっとこちら向きの風が吹いてきた気がし
ます。
総収入の 21％、事業収入の 44％を富士見市・ふじみ
野市・三芳町（２市１町）・埼玉県からの業務委託に頼っ
ている FICEC にとって自治体と連携・協働することは
必須で、ホウレンソウ（報告・連絡・相談）は外国人支
援の充実と事業の存続に欠かせません。
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日本の文化体験「かきぞめ」

国際交流料理教室

多言語情報誌「インフォ
メーションふじみの」

会員向け情報誌
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県や市町の多文化共生推進会議・人権推進会議の審議
委員や社会教育・要保護児童対策審議会委員など「頼ま
れたら断らない」を実践し、現在 15の委員会の委員と
して理事・スタッフが関わっています。
「２市１町国際化担当者会議」では外国人の現状と課
題について職員の人たちと侃々諤々の会議が開かれてい
て、市民の声に耳を傾けてくれる行政の姿勢にいつも感
謝しています。

コロナ禍の FICEC
早々に飛沫防止シートを設置し、窓やドアを開け放し
たまま換気に努め、検温・消毒・マスクの着用を促し、
「猛暑にもコロナにも負けない」と励ましあい毎日活動
しました。ずっと家賃の支払いに苦慮して来ましたが、
いつでも自由に活動できる拠点があることの良さにコロ
ナ禍で気が付きました。
在留外国人にもコロナの影響は厳しく、臨月なのに
ロックダウンで帰国できなくなったネパールの妊婦さん
のサポート、失業や出社禁止になった飲食業に関わる
人の生活費の相談、アルバイトを断られ家賃が払えな

くなった留学
生の住宅確保
給付金の手続
き、ビザが切
れてしまった
人への対応な
ど相談が後を
絶ちません。
10万円の特別定額給付金に始まり、休業支援等の給
付金の申請の方法、社会福祉協議会の緊急小口資金・生
活福祉資金の特別貸付申請方法など、100 件以上の相
談を受けました。
「給付金はもらえるけど、貸付金は必ず返すのよ」と
説教も忘れません。外国人に権利を知らせるのは勿論大
切ですが、義務もしっかり伝えるのが本当の外国人支援
だと考えているからです。
悩みは受益者負担が難しい上に補助金や助成金がない
ことで、事業を充実させるために民間企業の助成金申請
に何度もチャレンジしなければならないことです。外国
人支援に対する社会の理解が進むことを切望しています。
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飛沫防止シートを設置しての日本語支援

FICEC 活動一覧


